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要旨：東日本大震災時，事業者が保有する道路の通行情報などが公開・活用されたことが契機となり，政府・

地方公共団体や事業者が保有するデータの公開・活用に対する意識が高まった．平成 28 年には，官民データ

活用推進基本法が公布・施行され，国及び地方公共団体は保有するデータをオープンデータとして公開し，国

や地域の諸課題の活用することを目標としている．筆者は，令和 3,4 年度にオープンデータを活用した防災用

スマートフォンアプリ開発の指導をした．本稿では，その報告を行う． 
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１．はじめに 

平成 23 年 3 月 11 日の東日本大震災時，事業者

が保有する道路の通行情報などが公開・活用され

たことが契機となり，政府・地方公共団体や事業

者が保有するデータの公開・活用に対する意識が

高まった 1)．平成 28 年には，官民データ活用推進

基本法が公布・施行され，国及び地方公共団体は

保有するデータをオープンデータとして公開し，

国や地域の諸課題解決に活用することを目標とし

ている．一方，教育分野においては，高等学校で

は「情報」科目が令和 4 年度から必修化され 2)，

さらに大学等では数理・データサイエンス・AI 教

育プログラム認定制度 3)が開始している．これら

のカリキュラムでは，社会の実データや課題を適

切に読み解くための教育活動としてオープンデー

タの活用についても触れられている 2)4)． 

山形県立産業技術短期大学校庄内校情報通信シ

ステム科は，令和 2 年度に学科の名称を変更する

とともにデータサイエンス・AI を取り入れるなど

のカリキュラム見直しを行っている（図１）．また，

本科は平成 28 年度より卒業研究として，PBL：

Project Based Leaning をベースとした課題解決型

のシステム開発を実施している．これにより，要

素技術に関する知識とスキルを統合し，システム

化する実践力向上を目的として，チームによる課

題解決型実習を実践している．近年では，新型コ

ロナウィルス対策のための環境監視システムや運

動支援システム開発，スマート農業や農業 DX の

ためのデータ活用など，SDGs 達成や，地域の課題

を解決するためのシステム開発に取り組んでいる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 情報通信システム科カリキュラム概要 

 

筆者は，本実習で令和 3,4 年度にオープンデー

タを活用した防災用スマートフォンアプリ開発の

指導をした．本稿では，その報告を行う． 

 

２．オープンデータとは 

オープンデータの定義を以下に示す 1)． 

（１） 営利目的，非営利目的問わず二次利用可

能なルールが適用されたもの 

（２） 機械判別に適したもの 

（３） 無償で利用できるもの 
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国，および地方自治体が保有するオープンデータ

はデータカタログサイト 5)から参照可能である． 

各地方自治体のオープンデータはそれぞれで掲

載内容が異なるが，官民データ活用推進基本計画

における重点分野や「地方公共団体アンケート」

（平成 28 年）でニーズの高い分野を推奨データ

セットとして掲げており，住民サービスの向上に

つながる分野のデータ公開を推奨している． 

 

表１ 地方自治体における推奨データセット 

AED 設置箇所一覧 公衆トイレ一覧 

介護サービス事業所一

覧 

消防水利施設一覧 

医療機関一覧 指定緊急避難場所一覧 

文化財一覧 地域・年齢別人口 

観光施設一覧 公共施設一覧 

イベント一覧 子育て施設一覧 

公衆無線 LAN アクセス

ポイント一覧 

オープンデータ一覧 

 

山形県においても，山形県で保持するオープン

データカタログと各市町村のオープンデータへの

リンクを掲載している 6)． 

 

３．課題設定 

庄内校が位置する酒田市のハザードマップ 7)に

よれば，山形県沿岸部には F28,F30,F34 断層が存

在し，マグニチュード 7.7 程度の地震を想定した

場合，最短 9 分で基準水位が 13.3m に到達すると

記載されており，短時間で津波が到達する可能性

がある．また，令和元年には山形県沖を震源とす

る地震があり，マグニチュード 6.7，鶴岡市 6 弱，

酒田市 5 弱を観測している． 

筆者は，システム開発を通じた課題解決のテー

マとして，津波災害避難支援用のスマートフォン

アプリの開発を学生に提案した．アプリ開発には，

国や地方自治体で公開しているオープンデータを

活用する．データのフォーマットはコンピュータ

での利用を想定しており，活用しやすい．システ

ム開発を通じ，データ活用の意義や効果の一つで

ある，「国民参加・官民協働の推進を通じた諸課題

の解決，経済活性化，多様なサービスの提供・公

共サービスの提供・改善」1)を経験することにつな

がると考えた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 酒田市ハザードマップ(一部抜粋) 7) 

 

４．津波避難支援アプリについて 

令和 3 年度は，酒田市において短時間で到達す

る津波から避難するため，現在地付近の避難場所

の見える化と，最短距離の避難場所へ誘導するア

プリを開発した 8)．オンライン版アプリ（図３）

と，通信回線が利用できない場合の利用を想定し

たオフライン版アプリ（図４）も開発した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 津波避難支援アプリ（令和 3 年度オンライン版） 
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図４ 津波避難支援アプリ（令和 4 年度オフライン版） 

 

令和 4 年度は，利用想定区域を庄内地区に拡大

し，津波浸水想定区域，洪水想定区域の表示，現

在地や避難場所の標高データを表示する機能を加

えた 9)（図５）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 津波避難支援アプリ（令和 4 年度オンライン版） 

実装した機能を以下に示す． 

（１） 現在地の位置と標高表示 

（２） 現在地の位置・住所の共有 

（３） 現在地から避難場所への経路表示とナビ

ゲーション 

（４） 津波浸水想定区域，洪水想定区域の表示 

（５） 避難場所一覧表示（距離順，標高順） 

災害種別による避難場所表示の切り替え 

（６） 地図と航空写真の切替・道路の混雑度表示 

（７） 気象情報表示 

開発環境は Android Studio，開発言語は Kotlin10)

を利用した．オフライン版では Mapbox Maps SDK 

for Android11)，オンライン版では Google Maps 

Platform12)を利用した．  
 

５．オープンデータの利用と注意点 

今回開発したアプリに利用したデータは，令和

3 年の開発当初は，酒田市で公開している避難場

所情報 13)，令和 4 年度は，国土数値情報ダウンロ

ードサービス 14)で津波浸水想定，洪水浸水想定区

域，避難場所のオープンデータを利用した． 

オープンデータは，施設等の情報として経緯度

が付与されている場合が多いが，自治体やデータ

を計測した年代等によって，測地基準系の種類が

異なる可能性がある．日本では，2002 年 3 月ま

で採用されていた日本測地系，測量法の改正によ

り 2002 年 4 月から採用されている日本測地系 

2000， 2011 年の東日本大震災による地殻変動に

ともなって，2011 年 10 月から採用されている日

本測地系 2011 がある．また，米国で採用されて

いる世界測地系 WGS84 は，GPS の運用に使用さ

れ Google MAP 等で活用されている 15)．異なる測

地系のデータと地図を組み合わせると，表示のず

れが生じる可能性があるため注意する必要がある． 

また，国土数値情報ダウンロードサービス 14)で

津波浸水想定，洪水浸水想定区域は XML ベース

のGML(Geography Markup Language)ファイルがダ

ウンロードできるが地図上に地点情報を表示する

ために，こちらも XML ベースである KML

（Keyhole Markup Language）ファイルへ変換する

必要がある．ただし，浸水想定区域を地点情報で

表そうとすると，地図の描画に時間がかかるため，

マップデータを画像データに変換した後アプリに

表示している．これらGIS向けのデータ変換には，

地理情報分析支援システム MANDARA1016)を使

用することができ，データ変換に活用可能である．

避難場所への誘導 津波浸水想定区域の表示 

洪水浸水想定区域・ 

避難場所の表示 

衛星写真・ 

道路混雑状況の表示 
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表２ 測地系一覧 15) 

測地系 別称 

日本測地系 旧日本測地系，東京測地系 

日本測地系 2000 世界測地系，JGD2000 

日本測地系 2011 世界測地系，JGD2011 

WGS84 世界測地系，WGS1984 

 

６．おわりに 

本アプリが実際に避難する際に活用可能か，特

に沿岸部の公園や地点が明瞭でない箇所に赴き，

現地調査を行っている（図６）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 現地調査の様子 

 

避難場所までの行き方が明瞭でない，明確な看

板がない場所もあった．オープンデータを活用し

た上で，さらに地域の実情に合っているかどうか，

地域を歩き，開発したアプリが防災に役立つかど

うかを実感できる機会を得ることができたことも，

教育効果の一つとなったと考える．これらの活動

を通じ，学生らにシステム開発を通じた SDGs 達

成や，地域の課題を解決するプロセスを経験して

もらうことができたと考える． 

今後 DX 化に伴い，地方自治体が公開するオー

プンデータはさらに増加するものと予想される．

今後もその動向を注視し教育に取り入れ，本科の

目標とする地域の IT 人材育成に取り組みたい． 

 

謝 辞 

本テーマに卒業研究として取り組んでくれた山

形県立産業技術短期大学校庄内校情報通信システ

ム科佐藤真護さん，藤原志恩さん，小野寺智大さ

ん，渋谷悠太さん，同卒業生の奥山志音さん，管

悠真さん，佐藤塁さん，中村堅資さん，小柴直玖

さんに感謝します．また，令和 3 年度の卒業研究

指導にご尽力いただきました 田明弘准教授，津

波避難支援アプリに対してのご意見や防災や避難

に関するアドバイスいただきました酒田市危機管

理課，GIS に関してご助言いただきました東北公

益文科大学広瀬雄二教授に感謝申し上げます． 

 

文 献 

1) デジタル庁：オープンデータ基本指針， 

https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/fi

eld_ref_resources/f7fde41d-ffca-4b2a-9b25-

94b8a701a037/20210615_resources_data_guideline_01.pdf 

(参照 2023-02-01) 

2) 文部科学省：高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）

解説 情報編， 

https://www.mext.go.jp/content/000166115.pdf (参照 2023-

02-01) 

3) 文部科学省：数理・データサイエンス・AI 教育認定制

度， 

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/suuri_datascience_

ai/00001.htm (参照 2023-02-01) 

4) 数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム：

数理・データサイエンス・AI(リテラシーレベル)モデル， 

http://www.mi.u-

tokyo.ac.jp/consortium/pdf/model_literacy.pdf (参照 2023-

02-01) 

5) デジタル庁：データカタログサイト， https://data.go.jp/ 

(参照 2023-02-01) 

6) 山形県：オープンデータカタログ， 

https://www.pref.yamagata.jp/020051/kensei/shoukai/toukeij

ouhou/tokeijoho-opendate/opendata/index.html (参照 2023-

02-01) 

7) 酒田市：津波ハザードマップ， 

https://www.city.sakata.lg.jp/bousai/bousai/tsunami/tsunami

-hazardmap.html (参照 2023-02-01) 

8) 奥山志音，管悠真，佐藤塁，中村堅資，小柴直玖：津

波災害避難支援アプリの開発，山形県立産業技術短期

大学校庄内校 令和 3 年度卒業論文（2022） 

9) 佐藤真護，藤原志恩，小野寺智大，渋谷悠太：津波災

害避難支援アプリの開発，山形県立産業技術短期大学

校庄内校 令和 4 年度卒業論文（2023） 

10) Google Developers：Develop Android apps with Kotlin 

https://developer.android.com/kotlin?hl=ja (参照 2023-02-

01) 

11) mapbox：Mapbox SDK  for Android， 

https://docs.mapbox.com/jp/android/maps/guides/ ( 参 照
2022-10-01) 

12) Google：Google Maps Platform， 

https://mapsplatform.google.com/intl/ja/ (参照 2022-10-01) 

13) 酒田市：指定緊急避難場所・指定避難所， 

https://www.city.sakata.lg.jp/bousai/bousai/hinanjyo/hinanj

yoichiran.html (参照 2022-10-01) 

14) 国土交通省 : 国土数値情報ダウンロードサービス

https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html (参照 2022-10-01) 

15) esri ジャパン：GIS 基礎解説 

https://www.esrij.com/gis-guide/coordinate-and-

spatial/datum/ (参照 2022-11-01) 

16) 谷謙二：地理情報分析支援システム MANDARA10 

https://www.esrij.com/gis-guide/coordinate-and-

spatial/datum/(参照 2022-11-01) 




